
指定管理者   取組と提案  

 事業者名    株式会社ヴィアックス                

対象 これまでの取組      成 果 等 課題 提案 

０１２歳時 ・乳幼児向けおはなし会の実施（月 1回） 

・資料、テーマ展示の充実 

・児童センターとの連携（共催事業等） 

・年齢別ブックリストの作成 

 （0歳、1歳用） 

  

 

・乳幼児向けおはなし会 

大井：12回実施 271名参加 

南大井：12回実施 89名参加 

八潮：12回実施 195名参加 

・資料・テーマ展示の実施（児童対象） 

 大井：73回実施 貸出 5,786 点 

 南大井：16回実施 貸出 1,863 点 

 八潮：16回実施 貸出 1972 点 

・児童センター共催事業 

 大井：3回実施 227名参加 

 南大井：1回実施 44名参加 

・児童センター連携事業 

 八潮： 

 来館おはなし会 1回実施 67名参加 

 Yashio Book Café 12回実施 337名 

参加 

・保育園に通っているなど、平日のおはな

し会に参加できない子どもたちがいる。 

・児童センターや近隣施設との連携がまだ

十分にはできていない。 

・障がいのある子どもも楽しめる資料が必

要 

・土日祝日開催の行事を実施し、参加の幅

を広げる。 

・児童センターとの連携（情報提供や共催

事業）を深め、相互の利用増加を図る。 

・保護者に向けたアプローチを積極的に行

い、絵本の楽しみを親子で共有してもら

う。 

・さわる絵本等の収集 

幼児期 ・おはなし会の実施（週 1回） 

・保育園等来館・訪問おはなし会の実施 

・資料、テーマ展示の充実 

・英語のおはなし会 

・ぬいぐるみのおとまり会 

・定例おはなし会実施数（乳幼児除く） 

大井：78回実施 895名参加 

南大井：66回実施 535名参加 

八潮：76回実施 862名参加 

・来館おはなし会 

大井：14回実施 306名参加 

八潮：4回実施 103名参加 

・訪問おはなし会 

大井：3回実施 30名参加 

八潮：1回実施 50名参加 

・英語のおはなし会 

大井：1回実施 30名参加 

・児童センター連携事業 

 八潮： 

「やしお子どもふれあいフェスティバル

（森のおはなし会）」参加者数：13名参

加 

 「でんしゃまつり（でんしゃの 

おはなし会）」参加者数：27名参加 

・保育園に通っているなど、平日のおはな

し会に参加できない子どもたちがいる。 

・児童センターや近隣施設との連携がまだ

十分にはできていない。 

・障がいのある子どもも楽しめる資料が必

要 

・土日祝日開催の行事を実施し、参加の幅

を広げる。 

・児童センターとの連携（情報提供や共催

事業）を深め、相互の利用増加を図る。 

・保護者に向けたアプローチを積極的に行

い、絵本の楽しみを親子で共有してもら

う。 

・さわる絵本等の収集 

資   料    Ｎｏ．４－２ 

品 川 区 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 策 定 委 員 会 

令 和 元 年 ７ 月 ２ ２ 日 



小学生期 ・おはなし会の実施 

・英語のおはなし会 

・科学あそび教室 

・図書館スタンプラリー 

・一日こども図書館員 

・「こちら図書館です」作成、配布 

・資料、テーマ展示の充実 

・調べ学習レファレンス対応研修の実施 

 

・科学あそび教室（各館 1回開催） 

 大井：16名参加、南大井：24名参加 

八潮：25名参加 

・図書館見学受入 

大井：2回受入 75名参加 

南大井：1回受入 14名参加 

・ブックトーク 

大井：1回実施 18名参加 

南大井：1回実施 74名参加 

八潮：1回実施 60名参加 

・児童向けレファレンス研修の実施 

 1回実施 15名参加 

（大井、南大井、八潮より参加） 

・大井：大井第一小「読み聞かせ勉強会」

の実施 18名参加 

・南大井：しながわ水族館連携展示 

「しな水の生き物のごはんを当ててみよ

う！」 

・学校や児童センター等との連携がまだ十

分ではない。 

・小学校高学年以上になると、「図書館離

れ」が増える傾向がある。 

・潜在的な、ディスレクシア等の読むこと

に支障のある児童への支援が必要。 

・学校図書館との連携（相互の情報提供や

調べ学習支援等）を深める。 

・調べ学習用資料、郷土資料等の充実を図

る。 

・児童センターとの連携、情報提供や共催

事業を深め、相互の利用増加を図る。 

・品川区の郷土資料の充実 

・令和 2年度からの英語教育見直しに対応

した資料の収集。 

・中学校に進学する前の世代への図書館の

利用を促すアプローチの実施。 

（図書館の利用案内などのアピール等） 

・マルチメディアデイジーやリーディング

トラッカーなど支援資料や用具を紹介す

る冊子の作成、配布 

中学生期 ・YA（中高生を中心とした 10代）コーナ

ーの設置 

・資料、テーマ展示の充実 

・職場体験受入 

・「こちら図書館です」作成、配布 

・職業紹介ゲスト 

・職場体験受入 

 大井：2回実施  4名受入 

南大井：1回実施 2名受入 

八潮：1回実施 2名受入 

・学業や部活が忙しくなる事により、図書

館や読書そのものから離れてしまう傾向

が強くなる。 

・潜在的な、ディスレクシア等の読むこと

に支障のある生徒への支援が必要。 

・学校図書館との連携（相互の情報提供や

調べ学習支援等）を深める。 

・修学旅行等調べ学習用資料の充実 

・英語の資料（比較的読みやすいもの）の

収集。 

・マルチメディアデイジーやリーディング

トラッカーなど支援資料や用具を紹介す

る冊子の作成、配布 

高校生期 ・YAコーナーの設置 

・資料、テーマ展示の充実 

 ・YAコーナーは児童寄りに配置されてい

るため、高校生以上が利用しにくい環境に

ある。 

・潜在的な、ディスレクシア等の読むこと

に支障のある生徒への支援が必要。 

・英語の資料（比較的読みやすいもの）の

収集。 

・マルチメディアデイジーやリーディング

トラッカーなど支援資料や用具を紹介す

る冊子の作成、配布。 

・進路関連資料の収集 

・レイアウトの工夫 

大学生期 ・大学生（18歳以上）期は成人に含んで

おり、大学生に特化した取り組みは行って

いない。 

   

 


